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焼
酎
と
甲
乙
混
合
焼
酎
の
違
い
は

お
分
か
り
だ
ろ
う
か
。
甲
が
上
位

で
乙
が
下
位
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方

が
多
い
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
違
う

よ
う
だ
。
本
格
焼
酎
と
は
乙
類
の

焼
酎
の
こ
と
▼
乙
類
は
麹
に
加
え

る
原
料
が
限
定
さ
れ
て
い
て
、
米

・
麦
・
芋
・
胡
麻
・
蕎
麦
な
ど
を

発
酵
さ
せ
じ
っ
く
り
と
蒸
留
し
た

も
の
。
甲
類
は
近
代
的
に
生
産
す

る
た
め
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
搾
り
か

す
や
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
を
使
い
、
よ

り
シ
ン
プ
ル
に
、
つ
ま
り
量
産
を

目
的
と
し
た
も
の
だ
▼
一
方
、
ウ

イ
ス
キ
ー
の
場
合
、
モ
ル
ト
と
グ

レ
ー
ン
は
よ
く
耳
に
す
る
の
で

は
。
モ
ル
ト
＝
大
麦
麦
芽
の
み
、

グ
レ
ー
ン
＝
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の

穀
類
が
原
料
だ
。
モ
ル
ト
ウ
イ
ス

キ
ー
＝
乙
類
、
グ
レ
ー
ン
ウ
イ
ス

キ
ー
＝
甲
類
の
感
が
強
い
。
高
級

品
は
じ
っ
く
り
寝
か
せ
た
単
一
の

シ
ン
グ
ル
モ
ル
ト
、
そ
れ
ら
を
集

め
た
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
。
一
般
的
な

も
の
は
モ
ル
ト
・
グ
レ
ー
ン
混
合

▼
日
本
の
ウ
イ
ス
キ
ー
は
近
年
高

価
に
な
り
、
か
つ
品
薄
の
た
め
好

み
の
物
が
手
に
入
ら
な
い
。
し
か

し
数
年
前
か
ら
堂
々
と
国
産
の

〝
グ
レ
ー
ン
ウ
イ
ス
キ
ー
〞
と
し

て
発
売
さ
れ
た
商
品
が
あ
る
。
具

体
名
は
伏
せ
る
が
原
料
は
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
・
ラ
イ
麦
・
小
麦
・
少
量

の
大
麦
。
嗜
好
品
で
あ
り
万
人
受

け
は
し
な
い
と
思
う
が
、
昔
懐
か

し
い
ピ
ュ
ア
モ
ル
ト
の
味
わ
い
、

い
や
そ
れ
以
上
か
▼
い
ろ
い
ろ
な

物
が
力
を
合
わ
せ
大
き
な
威
力
を

発
揮
す
る
。
こ
れ
ま
で
と
は
異
な

っ
た
品
位
風
格
が
生
ま
れ
る
。
話

は
飛
躍
す
る
が
国
の
悪
政
を
正
す

〝
野
党
共
闘
〞
の
醍
醐
味
で
は
？

こ
れ
は
決
し
て
製
品
の
Ｃ
Ｍ
で
は

な
い
こ
と
を
付
記
し
て
お
く （
無
）

　

の
ん
べ
の
戯
言
、

日
本
酒
と
清
酒
が
違

う
こ
と
を
ご
存
じ
だ

ろ
う
か
？　

調
べ
て

み
て
ほ
し
い
。
本
格

２０２３年(令和５年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行) 第２０４２号（１）
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
悪
化
で
人
々
が

嗜
癖
行
動
へ
向
か
う
と
指
摘
し
た
野
田
先
生　
　
　
　

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
政策解説「骨太の方針2023」②
コロナの反省なしに医療費抑制 ３面

研
面
究 ６面保険診療のてびき「胃酸分泌抑制薬―そ

の選択のコツと長期連用時の注意点―」

リーガルコラム
「『無料求人サイト』の勧誘にご注意を」 ４面

コロナ禍における
メンタルヘルス

本号にポスターを同封

　

文
化
部
（
反
核
・
平
和
部
、
反

核
医
師
の
会
共
催
）
は
６
月
10

日
、
落
語
＆
ト
ー
ク
の
夕
べ
「
落

語
家
＆
弁
護
士
が
語
り
継
ぐ
『
大

阪
空
襲
』
〜
空
襲
の
悲
劇
、
そ
し

て
『
防
空
法
』
と
は
…
？
」
を
協

会
会
議
室
で
開
催
。

　

落
語
家
の
桂
花
團
治
さ
ん
が
、

大
阪
空
襲
で
戦
没
し
た
２
代
目
花

團
治
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
題
材
に
創

作
落
語
『
防
空
壕
』
を
演
じ
た
。

ま
た
、
大
阪
空
襲
訴
訟
の
被
害
者

弁
護
団
の
大
前
治
弁
護
士
が
、
空

襲
時
に
国
民
の
避
難
が
禁
止
さ
れ

て
い
た
と
い
う
「
防
空
法
」
を
切

り
口
に
、
国
が
国
民
の
命
を
奪
う

戦
争
の
不
条
理
さ
を
訴
え
た
。

　

会
員
、
市
民
ら
38
人
（
来
場
28

人
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
10
人
）
が
参
加
し

た
。

（
２
面
に
参
加
者
の
感
想
を
掲

載
）

保
険
証
廃
止
の
撤
回
へ
全
力

次
期
診
療
報
酬
引
き
上
げ
不
可
欠

　

社
会
保
障
の
拡
充
で
、
貧
困
と
格
差
を
是
正
し
よ
う
―
―
。
協
会

は
６
月
18
日
、
協
会
会
議
室
で
第
55
回
総
会
を
開
催
。
会
員
ら
73
人

が
参
加
し
、
２
０
２
２
年
度
会
務
報
告
と
新
年
度
活
動
方
針
案
、
新

年
度
予
算
案
を
可
決
。
西
山
裕
康
理
事
長
ら
次
期
協
会
役
員
等
を
承

認
し
た
。「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
と
嗜
癖
行
動
を

考
え
る
」
を
テ
ー
マ
に
、
東
布
施
野
田
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
で
兵
庫
教

育
大
学
客
員
教
授
・
大
阪
人
間
科
学
大
学
特
任
教
授
の
野
田
哲
朗
先

生
が
記
念
講
演
し
た
。

　

西
山
理
事
長
は
あ
い
さ
つ
で
、

「
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
補
助
金
や

診
療
報
酬
特
例
に
関
す
る
サ
ポ
ー

ト
等
を
通
じ
、
多
く
の
会
員
の
入

会
を
得
た
。
と
り
わ
け
四
つ
の
県

立
病
院
が
入
会
し
、
県
内
の
病
院

組
織
率
は
83
％
と
な
っ
た
」「
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、
国
民
の

生
命
と
健
康
を
守
る
た
め
、
地
域

医
療
の
充
実
の
た
め
に
不
可
欠
。

財
源
が
な
い
と
思
い
込
ま
さ
れ
て

き
た
が
、
金
額
あ
り
き
で
根
拠
の

な
い
防
衛
費
の
財
源
確
保
策
に
憤

り
を
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

『
能
力
に
応
じ
た
負
担
、
必
要
に

応
じ
た
給
付
、
再
分
配
機
能
』
の

徹
底
こ
そ
必
要
」「
法
案
は
成
立

し
た
が
、
保
険
証
廃
止
は
撤
回
す

べ
き
で
、
決
し
て
あ
き
ら
め
ず
次

の
一
手
を
推
し
進
め
た
い
」
と
し

た
。

　

会
務
報
告
と
活
動
方
針
を
提
案

し
た
武
村
義
人
副
理
事
長
は
、

「
任
意
取
得
が
原
則
で
あ
る
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
保
険
証
の
代

替
と
す
る
こ
と
自
体
、
法
の
趣
旨

を
捻
じ
曲
げ
る
暴
挙
」「
医
療
Ｄ

Ｘ
は
医
療
情
報
を
提
供
す
る
こ
と

で
営
利
企
業
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
拡
大
す
る
ほ
か
、
国
が
負
担

と
給
付
の
情
報
に
基
づ
い
て
さ
ら

な
る
患
者
・
国
民
負
担
増
を
強
い

る
政
策
」
と
し
、
保
険
証
廃
止
・

オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
義
務
化
へ

反
対
の
運
動
を
強
め
る
と
し
た
。

　

会
場
か
ら
は
「
保
険
証
廃
止
を

は
じ
め
と
す
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
問

題
を
運
動
の
最
重
要
問
題
と
す
べ

き
」「
外
国
人
サ
ポ
ー
ト
や
国
際

交
流
の
活
動
を
も
っ
と
活
発
に
」

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を

求
め
る
運
動
に
ご
協
力
を
」
な
ど

６
人
か
ら
発
言
が
な
さ
れ
た
。

　

新
執
行
部
の
選
出
を
受
け
、
西

山
理
事
長
は
、
特
に
力
を
入
れ
た

い
活
動
と
し
て
、
女
性
会
員
の
参

加
の
推
進
と
環
境
・
公
害
対
策
を

挙
げ
、
協
力
を
呼
び
か
け
た
。

　

ま
た
、
半
世
紀
以
上
に
わ
た
り

保
険
医
運
動
を
支
え
続
け
た
小
牧

英
夫
弁
護
士
が
協
会
顧
問
弁
護
士

を
勇
退
し
、
後
任
に
野
田
倫
子
弁

護
士
が
就
任
す
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
、
小
牧
弁
護
士
に
感
謝
状
と
記

念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
。

（
２
面
に
承
認
さ
れ
た
役
員
等
一

覧
を
掲
載
）

「大阪空襲」について対談する桂花團治さん（右）・大前治弁護士（左）

記
念
講
演

戦
争
・
空
襲
の
不
条
理
さ
伝
え
る

「
今
ま
で
通
り
保
険
証
持
参
を
」

「
今
ま
で
通
り
保
険
証
持
参
を
」

第55回総会を開催

落語家＆弁護士が語り継ぐ落語家＆弁護士が語り継ぐ『大阪空襲』『大阪空襲』

　マイナンバーカードによるオンライン資格確認で「無効」「資格
なし」と表示されたり、機械トラブルが起きるなど、トラブルが頻
発していることを受け、協会はこのたび、マイナンバーカード持参
の有無にかかわらず「今まで通り保険証を持ってきてください」と
呼びかけるポスターを作成しました。
　本号に同封しておりますので、ぜひ医療機関の受付に掲示し、ご
活用いただけますようお願いいたします。

コロナ禍のもとでも旺盛に活動し、多数の病院の入会はじめ組織を
大きくしてきたと西山理事長があいさつした　　　　　　　　　　
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文
化
部
が
６
月
10
日
に
開
催
し

た
、
落
語
＆
ト
ー
ク
の
夕
べ
「
落

語
家
＆
弁
護
士
が
語
り
継
ぐ
『
大

阪
空
襲
』
〜
空
襲
の
悲
劇
、
そ
し

て
『
防
空
法
』
と
は
…
？
」（
１

面
に
報
道
）。

　

参
加
し
た
松
岡
泰
夫
先
生
の
感

想
を
紹
介
す
る
。

　

６
月
11
日
、
協
会
も
加
入
す
る

兵
庫
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会

（
県
社
保
協
）
の
第
52
回
定
期
総

会
が
協
会
会
議
室
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
33
人
が
参
加
し

た
。
協
会
か
ら
武
村
義
人
・
宮
武

博
明
両
副
理
事
長
と
大
澤
芳
清
理

事
（
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関
連
合

会
会
長
）
が
参
加
し
た
。

　

総
会
で
は
、
く
ら
し
に
役
立
つ

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
保
障
制
度
に
つ

い
て
紹
介
す
る
『
く
ら
し
と
命
を

守
る
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
作
成
・

普
及
を
進
め
た
な
ど
の
２
０
２
２

年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と
と
も

に
、「
軍
事
費
の
拡
大
で
は
な
く

社
会
保
障
に
係
る
国
民
負
担
を
軽

減
し
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
・
年

金
、
教
育
・
子
育
て
・
生
活
保
護

な
ど
の
社
会
保
障
を
拡
充
さ
せ

る
」
な
ど
と
す
る
２
０
２
３
年
度

活
動
方
針
案
が
採
択
さ
れ
た
。

　

会
長
に
武
村
協
会
副
理
事
長
、

副
会
長
に
大
澤
理
事
が
再
選
さ
れ

た
。

　

兵
庫
県
憲
法
共
同
セ
ン
タ
ー
の

津
川
知
久
代
表
が
「
自
衛
隊
の
後

は
米
軍
が
、
そ
し
て
戦
争
が
来

る
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を
行
っ

な
る
と
し
て
、
負
担
を
沖
縄
に
す

べ
て
押
し
付
け
る
と
い
う
「
日
本

が
抱
え
る
問
題
が
集
中
的
に
表
れ

て
い
る
」
と
指
摘
し
た
。

　

ま
た
当
初
「
弾
薬
庫
も
ミ
サ
イ

ル
も
配
備
な
し
」
と
さ
れ
た
自
衛

隊
の
宮
古
島
駐
屯
地
が
「
ミ
サ
イ

ル
基
地
」
と
し
て
攻
撃
の
拠
点
に

な
っ
て
い
る
こ
と
、
宮
古
島
・
与

那
国
島
・
下
地
島
の
基
地
に
衛
星

か
ら
情
報
を
収
集
で
き
る
レ
ー
ダ

ー
部
隊
が
配
備
さ
れ
て
い
る
こ
と

な
ど
を
挙
げ
、「（
昨
年
12
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
）
安
保
三
文
書
に

示
さ
れ
た
軍
拡
が
着
々
と
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、

「
安
心
し
て
く
ら
せ
る
に
は
平
和

が
あ
っ
て
こ
そ
。
神
戸
に
は
非
核

『
神
戸
方
式
』
が
あ
る
。
こ
れ
を

守
り
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
に
、
運

動
を
大
き
く
し
て
い
こ
う
」
と
呼

び
か
け
た
。

た
。
津
川
氏
は
12
月
に
沖
縄
県

の
石
垣
島
・
与
那
国
島
・
宮
古

島
を
訪
問
し
た
と
報
告
。
地
域

の
共
同
体
が
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ

ル
基
地
配
備
問
題
に
よ
っ
て
分

断
さ
れ
て
い
る
と
紹
介
し
た
。

そ
し
て
、
ミ
サ
イ
ル
基
地
配
備

は
島
の
安
全
と
日
本
国
民
を
守

る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
が
、

「
そ
れ
は
本
当
な
の
か
」
と
問

題
提
起
。
有
事
の
際
に
基
地
は

真
っ
先
に
狙
わ
れ
、
周
辺
住
民

は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と

　

最
初
の
桂
花
團
治
さ
ん
は
、
以

前
天
満
の
Ｐ
Ｌ
Ｐ
会
館
で
「
新
聞

う
ず
み
火
」
主
催
の
大
阪
空
襲
に

つ
い
て
の
学
習
イ
ベ
ン
ト
で
も
同

じ
演
目
を
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
大
先
輩
の
二
代

目
桂
花
團
治
さ
ん
が
40
代
の
若
さ

で
大
阪
空
襲
で
亡
く
な
っ
た
こ
と

で
、
そ
れ
を
少
し
怪
談
話
調
の
落

語
に
し
て
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

空
襲
で
殺
さ
れ
た
先
輩
落
語
家
の

無
念
と
、
戦
争
の
理
不
尽
さ
が
十

二
分
に
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
落

語
家
で
あ
る
花
團
治
さ
ん
か
ら

「
戦
争
反
対
」
と
の
意
見
を
聴
け

て
、
こ
の
会
に
参
加
し
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。

　

後
半
は
弁
護
士
の
大
前
治
先
生

か
ら
、
戦
時
中
の
「
防
空
法
」
の

非
合
理
性
と
非
倫
理
性
に
つ
い
て

教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

戦
争
中
、
す
で
に
軍
部
は
ア
メ

リ
カ
軍
の
焼
夷
弾
の
威
力
は
知
っ

空
襲
で
多
く
の
人
が
燃
え
盛
る
火

に
巻
か
れ
て
、
防
空
壕
か
ら
逃
げ

も
で
き
ず
に
酸
欠
で
死
亡
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

大
前
先
生
が
強
調
し
僕
も
同
感

だ
と
思
っ
た
の
は
、
戦
争
は
突
然

に
や
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
当
時
も
「
軍
機
保

護
法
」
で
軍
に
関
す
る
こ
と
は
誰

も
情
報
を
共
有
で
き
な
く
な
り
、

ま
た
「
治
安
維
持
法
」
が
作
ら

れ
、
最
高
刑
は
10
年
だ
っ
た
の

が
、
数
年
経
ち
、
死
刑
に
重
罰
化

さ
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。
今
の

時
代
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」

や
、「
共
謀
罪
」
と
な
ん
と
似
て

い
る
こ
と
で
し
ょ
う
か
!!

　

気
づ
い
た
ら
「
戦
争
が
廊
下
の

奥
に
立
っ
て
ゐ
た
」（
渡
辺
白

泉
）
と
は
ま
さ
に
箴
言
（
し
ん
げ

ん
）
で
す
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
命
を
預
か
る
医

師
集
団
で
あ
る
保
険
医
協
会
は
断

固
平
和
を
希
求
し
続
け
ま
す
。

 

【
長
田
区　

松
岡　

泰
夫
】

て
お
り
、
住
民
が
簡
単
に
消

せ
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
が
分
か
っ
て
い
た
よ
う

で
す
。
し
か
し
そ
の
情
報
は

隠
さ
れ
事
実
は
広
報
さ
れ

ず
、
か
つ
「
防
空
法
」
と
い

う
法
律
で
空
襲
の
時
に
は
消

火
の
た
め
に
大
人
は
避
難
す

る
こ
と
が
禁
止
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
家
の
下
に
掘
っ
た
簡

易
防
空
壕
に
退
避
し
て
、
家

が
燃
え
出
し
た
ら
す
ぐ
消
火

せ
よ
と
決
め
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
結
局
そ
の
た
め
に
、

感
想
文

◇
出
席　

21
人

◇
情
勢　

２
０
２
４
年
秋
に
現
行

の
健
康
保
険
証
の
原
則
廃
止
な
ど

を
盛
り
込
ん
だ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法

な
ど
関
連
法
改
正
案
が
５
月
31

日
、
参
院
特
別
委
員
会
で
、
自
民

党
な
ど
の
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ

た
。
立
憲
民
主
党
と
共
産
党
は
反

対
し
た
。

◇
医
療
運
動
対
策　

「
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
撤
回
・
健
康

保
険
証
廃
止
中
止
を
求
め
る
運

動
」
の
進
捗
に
つ
い
て
、
ⅰ
）
東

京
協
会
が
提
起
し
た
「
オ
ン
資
確

認
義
務
不
存
在
訴
訟
」
に
つ
い
て

兵
庫
協
会
か
ら
原
告
申
込
１
０
９

人
（
う
ち
訴
訟
委
任
状
到
着
済
み

44
人
）
が
あ
っ
た
こ
と
、
ⅱ
）

「
保
険
証
を
廃
止
し
な
い
こ
と
」

請
願
署
名
に
１
５
０
医
療
機
関
４

０
５
８
筆
の
協
力
が
あ
っ
た
こ

と
、
ⅲ
）「
義
務
化
撤
回
会
員
署

名
」
に
１
５
８
人
の
協
力
が
あ
っ

た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

①
「
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
」
を
求
め
る
請
願

署
名
の
到
達
（
２
４
４
医
療
機

関
、
５
５
１
４
筆
）、
②
国
会
行

動
（
６
／
１
）
で
、
ⅰ
）「
保
険

で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
求
め

る
」
署
名
を
国
会
議
員
に
提
出
し

た
こ
と
、
ⅱ
）「
保
険
証
廃
止
は

あ
り
え
な
い
！
私
た
ち
の
声
を
聞

い
て
国
会
内
集
会
」
が
開
催
さ
れ

た
こ
と
、
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

　

①
市
民
公
開
企
画　

映
画
「
教

育
と
愛
国
」
上
映
会
＆
斉
加
尚
代

監
督
ト
ー
ク
（
８
／
27
）
の
開

催
、
②
福
島
雅
典
先
生
の
講
演
録

「
デ
ュ
ア
ル
ユ
ー
ス
（
軍
民
両

用
）
研
究
の
危
険
性
〜
科
学
者
と

し
て
の
医
師
の
使
命
と
責
任
〜
」

が
完
成
し
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

た
。

 

（
６
月
10
日　

理
事
会
よ
り
）

ご注文は、☎078－393－1807まで

税・医療・介護・生活保護等役立つ制度を解説

　税金・医療・介護・生活保護など、
幅広く制度の内容について解説。協会
も加入する兵庫県社会保障推進協議会
が隔年で発行しているものです。（発
行：2022年９月）
　会員には無料で配布します。待合室
に置いていただくなど、ご活用くださ
い。

「くらしと命を守るハンドブック」「くらしと命を守るハンドブック」
2022－2023年版 ご活用ください2022－2023年版 ご活用ください

文化部　落語＆トークの夕べ

“戦争が廊下の奥に
　立ってゐた”

創作落語「防空壕」を演じた桂花團治さん
（左）と「防空法」の問題を紹介した大前
治弁護士（右）　　　　　　　　　　　　

加盟各団体から33人が参加した

充
実
し
た
社
会
保
障
と
平
和
を

求
め
る
運
動
広
げ
て
い
こ
う

県
社
会
保
障
推
進
協
議
会　

第
52
回
総
会

氏　　　名　　選任母体　　再・新任
理　事　長 １人
西山　裕康　　明　　石　　再（66）
副 理 事 長 11人
多田　　梢　　西宮・芦屋　　再（85）
口分田　真　　神　　戸　　再（66）
森岡　芳雄　　神　　戸　　再（67）
武村　義人　　神　　戸　　再（70）
近重　民雄　　神　　戸　　再（70）
宮武　博明　　神　　戸　　再（72）
吉岡　　巌　　明　　石　　再（83）
川村　雅之　　歯　　科　　再（64）
加藤　擁一　　歯　　科　　再（69）
足立　了平　　歯　　科　　再（69）
白岩　一心　　歯　　科　　再（58）
理　　　事 45人
木村　祐子　　尼　　崎　　再（48）
小泉　民雄　　尼　　崎　　再（68）
西原　弘道　　尼　　崎　　再（62）
綿谷　茂樹　　尼　　崎　　再（66）

大澤　芳清　　尼　　崎　　新（59）
澤村　　新　　北 阪 神　　再（68）
脇野　耕一　　北 阪 神　　再（73）
林　　宗茂　　北 阪 神　　再（73）
伊賀　幹二　　西宮・芦屋　　再（70）
法貴　　憲　　西宮・芦屋　　再（76）
半田　伸夫　　西宮・芦屋　　新（68）
小林　重行　　神　　戸　　再（66）
水間　美宏　　神　　戸　　再（68）
岡本　好司　　神　　戸　　再（93）
高野　修一　　神　　戸　　新（54）
郷地　秀夫　　神　　戸　　再（75）
小西　達也　　神　　戸　　再（60）
辛　　龍文　　神　　戸　　新（58）
水守　彰一　　神　　戸　　再（79）
池本　恒彦　　明　　石　　再（70）
西村　正二　　加古川・高砂　　再（74）
柏木　有二　　北　　播　　再（74）
田渕　　光　　北　　播　　再（69）
木原　章雄　　北　　播　　再（48）

石橋　悦次　　姫路・西播　　再（68）
正木　茂博　　姫路・西播　　再（73）
清水　映二　　姫路・西播　　再（72）
高森　信岳　　姫路・西播　　再（57）
谷垣　正人　　但　　馬　　再（73）
藤井　高雄　　但　　馬　　再（71）
松井　祥治　　淡　　路　　再（67）
橋田　友孝　　淡　　路　　再（74）
高島　俊永　　歯　　科　　再（65）
多田　和彦　　歯　　科　　再（42）
工藤大八郎　　歯　　科　　新（53）
加藤　隆久　　歯　　科　　再（73）
鈴田　明彦　　歯　　科　　再（66）
坂口　智計　　歯　　科　　再（54）
樫林　義雄　　歯　　科　　再（75）
幸田　雄策　　歯　　科　　再（71）
横田　裕一　　歯　　科　　再（72）
小松　盛樹　　歯　　科　　再（66）
中西　　透　　歯　　科　　再（69）
水野　良司　　歯　　科　　新（60）
喜井　恭子　　歯　　科　　新（47）
監　　　事 ３人
中井　通治　　北 阪 神　　再（76）
吉川　信嘉　　神　　戸　　再（80）

永本　　浩　　明　　石　　再（77）
議　　　長 １人
三根　一乗　　淡　　路　　再（84）
副　議　長 ２人
藤末　　衛　　神　　戸　　再（64）
高田　　裕　　淡　　路　　再（73）

事 務 局 長
藤田　誠治　　事 務 局　　　（55）
顧　　　問
林田　英隆　　西宮・芦屋　　　（80）
広川　恵一　　西宮・芦屋　　　（72）
森下　敬司　　西宮・芦屋　　　（91）
幸原　　久　　西宮・芦屋　　　（97）
落合　愛子　　歯　　科　　　（80）
小野　耕二　　歯　　科　　　（76）
参　　　与
北井　　明　　西宮・芦屋　　　（79）
川西　敏雄　　歯　　科　　　（72）
下浦　範輔　　加古川・高砂　　　（88）
岡部桂一郎　　加古川・高砂　　　（85）
高見　啓二　　北摂・丹波　　　（90）
森下　順彦　　北摂・丹波　　　（76）

第55回総会で承認された協会役員等第55回総会で承認された協会役員等
（任期2023年６月～2025年５月、括弧内数字は2023年６月１日現在の年齢）



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)２０２３年(令和５年)７月５日(毎月３回５・15・25日発行)（３） 第２０４２号

政
策
解
説

「骨太の方針2023」②

コロナの反省なしに医療費抑制

　

前
号
に
続
き
、
６
月
16
日
、
政

府
が
発
表
し
た
「
骨
太
の
方
針
２

０
２
３
」
の
問
題
点
を
解
説
す

る
。
前
回
で
は
、
総
論
と
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
改
定
に
つ
い
て
取

り
上
げ
た
。
今
回
は
医
療
提
供
体

制
の
改
革
、
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、

歯
科
分
野
、
創
薬
力
の
強
化
な
ど

に
つ
い
て
解
説
す
る
。

医
療
費
の
地
域
差

医
療
費
の
地
域
差

半
減
に
注
意

半
減
に
注
意

　

「
骨
太
の
方
針
」
で
は
、
医
療

提
供
体
制
の
改
革
に
つ
い
て
、

「
１
人
当
た
り
医
療
費
の
地
域
差

半
減
」「
地
域
医
療
構
想
の
推

進
」「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発

揮
さ
れ
る
制
度
整
備
」「
実
効
性

の
あ
る
医
師
偏
在
対
策
」「
医
療

専
門
職
の
タ
ス
ク
・
シ
フ
ト
／
シ

ェ
ア
」
な
ど
が
謳
わ
れ
て
い
る
。

　

「
１
人
当
た
り
医
療
費
の
地
域

差
半
減
」
に
関
わ
っ
て
は
、
２
０

２
４
年
か
ら
都
道
府
県
で
実
施
さ

れ
る
第
４
期
医
療
費
適
正
化
計
画

策
定
に
向
け
て
、
厚
労
省
が
昨
年

11
月
に
明
ら
か
に
し
た
「
医
療
費

適
正
化
計
画
の
見
直
し
に
つ
い

て
」
で
「
医
療
費
見
込
み
の
精
緻

化
」、「
医
療
費
が
医
療
費
見
込
み

を
著
し
く
上
回
る
場
合
や
、
都
道

府
県
計
画
の
目
標
を
達
成
で
き
な

い
と
認
め
る
場
合
に
都
道
府
県
が

取
り
得
る
措
置
と
し
て
、
高
確
法

第
９
条
第
９
項
に
基
づ
く
保
険
者

・
医
療
関
係
者
等
に
対
す
る
協
力

要
請
が
あ
る
こ
と
を
明
確
化
す

る
」「
効
果
が
乏
し
い
と
い
う
エ

ビ
デ
ン
ス
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
医
療
（
例
：
急
性
気
道

感
染
症
・
急
性
下
痢
症
に
対
す
る

抗
菌
薬
処
方
）、
医
療
資
源
の
投

入
量
に
地
域
差
が
あ
る
医
療

（
例
：
白
内
障
手
術
や
化
学
療
法

の
外
来
で
の
実
施
、
リ
フ
ィ
ル
処

方
箋
（
※
））」
に
つ
い
て
「
個
別

の
医
療
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
、
エ

ビ
デ
ン
ス
や
地
域
差
に
基
づ
く
新

た
な
目
標
を
設
定
（
す
る
）」
と

し
て
い
る
（
表
参
照
）。

　

つ
ま
り
、
自
治
体
と
保
険
者
が

一
体
と
な
っ
て
、
都
道
府
県
ご
と

の
医
療
費
を
比
較
し
、
医
療
費
が

相
対
的
に
高
い
地
域
で
は
、
急
性

気
道
感
染
症
・
急
性
下
痢
症
に
対

す
る
抗
菌
薬
処
方
が
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
り
、
白
内
障
手
術
や
化
学

療
法
の
入
院
で
の
実
施
が
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
な
る
病
院

さ
ら
な
る
病
院

統
廃
合
を
推
進

統
廃
合
を
推
進

　

「
地
域
医
療
構
想
」
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
公
立
・
公
的
病
院

を
中
心
に
、
さ
ら
な
る
統
廃
合
が

予
想
さ
れ
る
。

　

し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
明
ら
か

に
な
っ
た
よ
う
に
、
地
域
に
お
け

る
病
床
の
一
極
集
中
は
、
ひ
と
た

び
そ
の
高
機
能
病
院
で
ク
ラ
ス
タ

ー
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
コ
ロ

ナ
患
者
へ
の
対
応
の
み
な
ら
ず
通

常
の
医
療
提
供
に
も
制
約
が
出
る

な
ど
の
支
障
が
あ
っ
た
こ
と
が
全

国
的
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

高
機
能
病
院
の
整
備
と
あ
わ
せ

て
、
中
小
病
院
の
役
割
を
見
直

し
、
評
価
す
る
こ
と
こ
そ
求
め
ら

れ
て
い
る
。

医
療
費
抑
制
の
た
め
の

医
療
費
抑
制
の
た
め
の

「
か
か
り
つ
け
医
」推
進
を
警
戒

「
か
か
り
つ
け
医
」推
進
を
警
戒

　

「
か
か
り
つ
け
医
機
能
が
発
揮

さ
れ
る
制
度
整
備
」
に
つ
い
て

は
、
今
国
会
で
成
立
し
た
「
全
世

代
対
応
型
の
持
続
可
能
な
社
会
保

障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の
健
康

保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
」
に
よ
り
、「
か
か
り
つ
け
医

機
能
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の
情
報

提
供
の
強
化
や
、
か
か
り
つ
け
医

機
能
の
報
告
に
基
づ
く
地
域
で
の

協
議
の
仕
組
み
を
構
築
（
す

る
）」
と
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
Ｇ
Ｐ
の

よ
う
な
強
制
力
を
伴
う
か
か
り
つ

け
医
制
度
の
導
入
は
見
送
ら
れ
た

が
、
依
然
と
し
て
「
コ
ロ
ナ
禍

で
、
開
業
医
が
発
熱
患
者
を
診
療

し
な
か
っ
た
」
な
ど
と
い
う
悪
質

な
デ
マ
に
基
づ
く
言
説
も
多
く
、

医
療
費
抑
制
政
策
の
た
め
に
議
論

が
再
燃
す
る
可
能
性
は
残
っ
て
お

り
、
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

「
実
効
性
の
あ
る
医
師
偏
在
対

策
」
に
つ
い
て
は
具
体
策
が
上
が

っ
て
い
な
い
が
、
医
師
の
絶
対
数

不
足
を
認
め
ず
、
あ
く
ま
で
偏
在

が
問
題
で
あ
る
と
い
う
政
府
の
姿

勢
は
批
判
す
る
必
要
が
あ
る
。
と

り
わ
け
、
今
回
の
骨
太
の
方
針
の

前
に
示
さ
れ
た
財
務
省
「
歴
史
的

転
機
に
お
け
る
財
政
」
の
資
料
で

は
「
人
口
当
た
り
臨
床
医
師
数
は

他
国
並
」
な
ど
と
い
う
暴
論
も
み

う
け
ら
れ
る
。
引
き
続
き
、
医
師

の
養
成
数
の
引
き
上
げ
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
。

　

「
医
療
専
門
職
の
タ
ス
ク
・
シ

フ
ト
／
シ
ェ
ア
」
に
つ
い
て
は
、

６
月
16
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
規
制
改
革
実
施
計
画
」
で
「
厚

生
労
働
省
は
、
高
い
知
識
や
技
術

を
持
つ
看
護
師
が
在
宅
領
域
な
ど

地
域
医
療
に
お
い
て
、
…
そ
の
能

力
や
専
門
性
を
発
揮
で
き
る
環
境

を
整
備
し
、
患
者
、
医
師
の
負
担

を
軽
減
す
る
…
」、「
厚
生
労
働
省

は
、
…
更
な
る
医
師
、
看
護
師
間

で
の
タ
ス
ク
シ
ェ
ア
を
推
進
す
る

た
め
の
措
置
に
つ
い
て
検
討
す

る
。
そ
の
際
、
限
定
さ
れ
た
範
囲

で
診
療
行
為
の
一
部
を
実
施
可
能

な
国
家
資
格
で
あ
る
ナ
ー
ス
・
プ

ラ
ク
テ
ィ
シ
ョ
ナ
ー
制
度
を
導
入

す
る
要
望
に
対
し
て
様
々
な
指
摘

が
あ
っ
た
こ
と
を
適
切
に
踏
ま
え

る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
医
師
不
足
を
補
う

た
め
に
、
看
護
師
の
業
務
範
囲
を

広
げ
る
と
い
う
趣
旨
に
基
づ
い
て

い
る
が
、
医
師
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
看
護
師
も
不
足
し
て
い
る
現

状
で
、
こ
う
し
た
タ
ス
ク
・
シ
フ

ト
が
う
ま
く
機
能
す
る
と
は
考
え

が
た
い
。

　

日
本
医
療
労
働
組
合
連
合
会
は

「
深
刻
な
人
員
不
足
で
あ
る
看
護

師
へ
の
業
務
委
譲
は
、
さ
ら
に
医

療
・
看
護
崩
壊
を
進
め
る
本
末
転

倒
の
対
応
だ
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
」
と
し
て
い
る
し
、
日
本
赤

十
字
看
護
大
学
の
川
嶋
み
ど
り
名

誉
教
授
も
「
医
師
で
も
診
療
科
が

違
え
ば
、
診
断
も
治
療
も
難
し
い

の
に
、
看
護
師
が
医
師
の
診
療
の

補
助
の
範
囲
を
超
え
て
、
医
業
を

行
う
こ
と
へ
の
疑
問
が
あ
り
ま

す
」
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

結
局
、
こ
の
政
策
は
養
成
に
莫

大
な
予
算
と
時
間
の
か
か
る
医
師

不
足
を
放
置
し
な
が
ら
、
看
護
師

に
医
師
の
業
務
を
肩
代
わ
り
さ
せ

る
こ
と
で
、
医
療
費
を
抑
制
す
る

政
策
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
前
提

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
前
提

問
題
だ
ら
け
の
医
療
Ｄ
Ｘ

問
題
だ
ら
け
の
医
療
Ｄ
Ｘ

　

「
医
療
Ｄ
Ｘ
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
の

用
途
拡
大
」「
２
０
２
４
年
秋
に

健
康
保
険
証
を
廃
止
す
る
」
こ
と

な
ど
が
記
載
さ
れ
た
。

　

今
年
６
月
に
示
さ
れ
た
「
医
療

Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
関
す
る
工
程
表
」

で
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

健
康
保
険
証
と
し
て
利
用
す
る
オ

ン
ラ
イ
ン
資
格
確
認
は
、
医
療
Ｄ

Ｘ
の
基
盤
で
あ
る
」
と
さ
れ
て
お

り
、「
自
分
自
身
で
は
必
ず
し
も

記
憶
し
て
い
な
い
検
査
結
果
情

報
、
ア
レ
ル
ギ
ー
情
報
等
が
可
視

化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
将
来
的

に
も
安
全
・
安
心
な
医
療
の
受
療

が
可
能
と
な
る
」「
切
れ
目
な
く

よ
り
質
の
高
い
医
療
等
の
効
率
的

な
提
供
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら

に
、
災
害
や
救
急
時
、
次
の
感
染

症
危
機
を
含
め
、
全
国
い
つ
ど
の

医
療
機
関
等
に
か
か
っ
て
も
、
必

要
な
医
療
等
の
情
報
が
共
有
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
」
等
の
利
点
が
述

べ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
任

意
取
得
が
原
則
と
さ
れ
て
い
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
・
非

取
得
に
よ
っ
て
、
受
け
ら
れ
る
医

療
に
差
が
で
る
こ
と
は
患
者
に
と

っ
て
大
き
な
問
題
で
あ
る
。

　

工
程
表
で
掲
げ
ら
れ
て
い
る

「
全
国
医
療
情
報
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
」
に
よ
る
カ
ル
テ
情
報
の
医

療
機
関
間
の
共
有
や
医
療
情
報
の

二
次
利
活
用
は
、
極
め
て
セ
ン
シ

テ
ィ
ブ
な
医
療
情
報
の
漏
洩
リ
ス

ク
を
高
め
る
も
の
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
す
ら
ま
と
も
に
運
用

で
き
て
い
な
い
現
状
で
は
、
導
入

は
時
期
尚
早
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る

を
得
な
い
。

歯
科
医
師
・
患
者
に
負
担
の
な
い

歯
科
医
師
・
患
者
に
負
担
の
な
い

国
民
皆
歯
科
健
診
に
向
け
法
案
提
出
を

国
民
皆
歯
科
健
診
に
向
け
法
案
提
出
を

　

歯
科
分
野
に
つ
い
て
は
「
全
身

の
健
康
と
口
腔
の
健
康
に
関
す
る

科
学
的
根
拠
の
集
積
・
活
用
と
国

民
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
」「
生

涯
を
通
じ
た
歯
科
健
診
（
い
わ
ゆ

る
国
民
皆
歯
科
健
診
）」「
歯
科
衛

生
士
・
歯
科
技
工
士
等
の
人
材
確

保
」「
市
場
価
格
に
左
右
さ
れ
な

い
歯
科
用
材
料
の
導
入
を
推
進
す

る
」
な
ど
が
記
載
さ
れ
た
。
昨
年

と
同
様
の
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。

　

昨
年
の
骨
太
の
方
針
を
受
け

て
、
自
民
党
の
国
民
皆
歯
科
健
診

実
現
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
今

国
会
に
、
現
行
の
「
定
期
的
な
検

診
」
か
ら
「
生
涯
に
わ
た
る
定
期

的
な
検
診
」
と
し
、
環
境
整
備
に

向
け
た
財
政
措
置
も
盛
り
込
ん
だ

「
歯
科
口
腔
保
健
推
進
法
」
改
正

案
を
議
員
立
法
で
提
出
す
る
予
定

だ
っ
た
が
、
見
送
ら
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
実
行
に
は
、
歯
科
医

療
費
の
増
額
が
不
可
欠
で
あ
り
、

よ
り
充
実
し
た
「
国
民
皆
歯
科
健

診
」、
さ
ら
に
協
会
が
求
め
る

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
」

が
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
働
き
か

け
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
。

　

「
創
薬
力
強
化
」
に
つ
い
て

は
、「
医
療
保
険
財
政
の
中
で
、

…
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
す
る

た
め
、
長
期
収
載
品
等
の
自
己
負

担
の
在
り
方
の
見
直
し
、
検
討
を

進
め
る
」「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
・
Ｏ

Ｔ
Ｃ
検
査
薬
の
拡
大
」「
セ
ル
フ

メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
」
等

が
盛
り
込
ま
れ
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
医
療
費
抑
制
の
た

め
に
長
期
収
載
品
の
保
険
外
し
、

処
方
薬
の
Ｏ
Ｔ
Ｃ
化
を
進
め
、
受

診
を
抑
制
さ
せ
る
と
い
う
も
の

で
、
国
民
の
命
と
健
康
を
脅
か
す

も
の
で
あ
り
、
引
き
続
き
反
対
を

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

 

（
お
わ
り
）

【
政
策
解
説
①　

訂
正
】

　

前
号
掲
載
し
た
政
策
解
説
①
に

つ
い
て
、
二
木
立
日
本
福
祉
大
学

名
誉
教
授
よ
り
指
摘
が
あ
り
、

「『
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
改

定
』
に
関
し
て
は
、『
次
期
診
療

報
酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
お

い
て
は
、
物
価
高
騰
・
賃
金
上

昇
、
経
営
の
状
況
、
支
え
手
が
減

少
す
る
中
で
の
人
材
確
保
の
必
要

性
、
患
者
・
利
用
者
負
担
・
保
険

料
負
担
の
抑
制
の
必
要
性
を
踏
ま

え
』『
必
要
な
対
応
を
行
う
』
と

さ
れ
た
」
と
し
た
部
分
は
、「
骨

太
方
針
２
０
２
３
（
原
案
）」
の

も
の
で
、
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
骨

太
の
方
針
」
で
は
「
次
期
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
・
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
等
報
酬
の
同
時
改
定
に
お
い

て
は
、
物
価
高
騰
・
賃
金
上
昇
、

経
営
の
状
況
、
支
え
手
が
減
少
す

る
中
で
の
人
材
確
保
の
必
要
性
、

患
者
・
利
用
者
負
担
・
保
険
料
負

担
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
、
患
者
・

利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
、
必
要
な
対
応
を

行
う
」
が
正
し
い
記
述
で
し
た
。

訂
正
い
た
し
ま
す
。

　

「
患
者
・
利
用
者
負
担
・
保
険

料
負
担
」
に
つ
い
て
「
抑
制
の
必

要
性
」
と
の
表
現
が
「
影
響
」
と

さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
各
報
酬

の
プ
ラ
ス
改
定
に
否
定
的
な
表
現

が
緩
め
ら
れ
て
お
り
、
評
価
で
き

ま
す
。
た
だ
、
そ
の
後
に
「
患
者

・
利
用
者
が
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
が

受
け
ら
れ
る
よ
う
」
と
の
文
言
が

挿
入
さ
れ
た
点
に
つ
い
て
は
、
患

者
・
利
用
者
負
担
が
受
診
・
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
妨
げ
と
な
ら
な
い
よ

う
、
各
報
酬
の
引
き
上
げ
を
否
定

す
る
表
現
と
も
と
れ
る
た
め
、
表

現
が
緩
和
さ
れ
た
と
は
い
え
、
引

き
続
き
各
報
酬
の
プ
ラ
ス
改
定
に

向
け
て
運
動
に
全
力
を
尽
く
す
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

表　「第４期医療費適正化計画に向けた見直し（案）」の新たな目
標の設定として医療行為の制限も検討されている　　 　

（2022.11.17、「医療費適正化計画の見直しについて」、第158回社会保障審議会医療保険部会資料より抜粋）

複合的なニーズを有する高齢者への医療・介護の効果的・効率的な提供
・ 医療・介護の機能連携を通じた効果的・効率的なサービス提供
（例：骨折対策）
・高齢者の心身機能の低下に起因した疾病予防・介護予防

医療資源の効果的・効率的な活用
・ 効果が乏しいというエビデンスがあることが指摘されている医療
　（例：急性気道感染症・急性下痢症に対する抗菌薬処方）
・医療資源の投入量に地域差がある医療
　（例：白内障手術や化学療法の外来での実施、リフィル処方箋（※））
　（※） リフィル処方箋については、地域差の実態等を確認した上で

必要な取組を進める。

⇒ 有識者による検討体制を発足させて、エビデンスを継続的に収集・分
析し、都道府県が取り組める目標・施策の具体的なメニューを追加
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『
入
管
解
体
新
書

 

―
外
国
人
収
容
所
、
そ
の
闇
の
奥
』

山
村　

淳
平　

著

　

昨
年
２
月
に
兵
庫
県
保
険
医
協

会
で
「
移
民
・
難
民
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
で
の
医
療
」
の
講
演
を
し
た
医

師
の
山
村
淳
平
氏
が
、
今
年
３
月

に
『
入
管
解
体
新
書
―
外
国
人
収

容
所
、
そ
の
闇
の
奥
』
を
出
版
さ

れ
た
。

　

山
村
氏
は
、
約
30
年
前
に
ピ
ナ

ツ
ボ
火
山
が
大
噴
火
を
お
こ
し
た

際
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
派
遣
さ
れ
、

一
日
数
百
人
の
患
者
を
診
察
し

た
。
そ
れ
と
と
も
に
近
く
に
住
む

先
住
民
族
ア
エ
タ
の
人
々
が
診
療

所
に
来
な
い
こ
と
に
気
づ
き
、
フ

国
後
に
横
浜
の
診
療
所
に
勤
め
て

か
ら
も
、
常
に
人
々
の
生
活
の
場

を
訪
ね
、
生
の
声
を
聴
く
こ
と
を

大
切
に
し
て
き
た
。

　

山
村
氏
が
入
管
に
か
か
わ
っ
た

の
は
、
約
20
年
前
に
横
浜
の
診
療

所
に
難
民
申
請
者
が
訪
れ
た
こ
と

が
始
ま
り
だ
っ
た
。
難
民
申
請
者

は
入
管
の
外
国
人
収
容
所
に
長
く

拘
束
さ
れ
、
身
体
だ
け
で
な
く
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
な
ど
の
精
神
疾
患
も
わ
ず

ら
っ
て
い
た
。
山
村
氏
は
、
こ
の

後
、
外
国
人
収
容
所
や
仮
放
免
後

の
生
活
の
場
に
も
足
を
運
ぶ
こ
と

に
な
っ
た
。

　

本
書
に
は
、
外
国
人
狩
り
で
追

い
詰
め
ら
れ
た
人
び
と
、
収
容
さ

れ
傷
つ
け
ら
れ
た
人
び
と
、
収
容

所
で
の
放
置
死
や
自
殺
、
仮
放
免

後
も
続
く
後
遺
症
、
突
然
の
暴
力

に
よ
る
送
還
な
ど
、
山
村
氏
自
ら

が
見
聞
き
し
た
事
実
が
書
か
れ
て

い
る
。

　

ま
た
山
村
氏
は
、
大
学
を
約
40

年
前
に
卒
業
し
海
外
に
行
く
ま

で
、
結
核
研
究
所
（
現
・
複
十
字

病
院
）
に
勤
め
、
膨
大
な
量
の
診

療
録
と
胸
部
Ｘ
線
写
真
を
検
討

し
、
学
会
発
表
や
論
文
作
成
を
し

た
。
そ
の
力
は
、
入
管
に
公
開
さ

せ
た
膨
大
な
量
の
報
告
書
や
黒
く

塗
り
つ
ぶ
さ
れ
た
資
料
の
丹
念
な

分
析
に
発
揮
さ
れ
、
入
管
の
か
か

え
る
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
。

　

『
解
体
新
書
』
は
、
オ
ラ
ン
ダ

語
で
書
か
れ
た
『
タ
ー
ヘ
ル
・
ア

ナ
ト
ミ
ア
』
を
暗
号
で
も
解
読
す

る
よ
う
に
し
て
翻
訳
し
た
解
剖
学

書
で
あ
る
。
本
書
も
入
管
の
本
質

を
え
が
き
、
ま
さ
に
入
管
を
解
剖

し
解
体
す
る
書
と
言
え
る
。

　

さ
ら
に
は
国
民
国
家
の
あ
り
か

た
や
異
民
族
の
処
し
か
た
も
明
ら

か
に
し
、
社
会
の
病
理
を
追
求
し

社
会
全
体
の
予
防
へ
と
つ
な
げ
る

書
で
も
あ
る
。

 

【
国
際
部
長　

水
間　

美
宏
】

ィ
リ
ピ
ン
に
お
け

る
ア
エ
タ
の
人
々

へ
の
差
別
・
偏
見

と
そ
の
背
景
に
あ

る
社
会
構
造
に
も

気
づ
い
た
。

　

そ
の
後
、
海
外

で
の
被
災
民
や
難

民
の
医
療
支
援
に

た
ず
さ
わ
り
、
帰

リーガル
コラム
vol.８

「無料求人サイト」の　
　　　勧誘にご注意を

「無料期間」過ぎ数十万円の請求

　最近、「ハローワークに求人を出
したのですが、求人サイト業者から
電話で『無料で当社のサイトに求人
広告を掲載しませんか』との勧誘が
ありお願いすると、１カ月ほどして
『無料掲載期間経過後の解約手続き
がされていないので有料掲載契約に
移行した』との連絡があり、数十万
円の料金を請求された」といった事
例が発生しています。人手不足に乗
じ、小規模な診療所もターゲットと
しているようです。
　具体的には、「業者から自動更新
になる旨の連絡が更新日直前にあ
り、電話に出ることができなかった
ら『もう更新になった』と言われ
た」「自動更新になる前に『解約メ
ールを送る』という説明を受けてい
たが、『アンケートのお願いメー
ル』は来たが、回答しなかったとこ
ろ、それが『解約申込メール』でも
あったのに気づかなかった」などい
くつかのパターンがあるようです。
いずれも「解約手続きがなかったの
で有料契約に自動更新した」として
過大な金額を請求してくる悪質な手
法です。
　このように無料を強調し契約に誘
導する求人サイトは増加しており、
全国のハローワークや中小企業庁、
関係団体が注意喚起しています。

「無料期間」に細心の注意を

　そもそも無料お試し期間がある契
約は、必ずその後の有料契約が設定
されています。そのため、有料契約
に移行したくない場合は、いつどの

ように解約するのか、その手順や期
限について細心の注意を払っておく
必要があるのですが、巧妙な業者
は、見過ごしやすい複雑な解約手続
きを踏ませるようにしているので、
トラブルが後を絶ちません。

請求があっても支払わず
すぐ弁護士に相談を
　このような場合にまず大切なの
は、業者の請求に応じて金銭を支払
ってしまわないことです。その法的
根拠は、民法上の錯誤、詐欺などケ
ースによって色々考えられますが、
一度支払ってしまうと後から取り返
すのは非常に厄介です。また、払わ
ないという意思表示は内容証明など
の文書で示しておきましょう。場合
によってこの時点で弁護士に依頼し
てもよいと思います。
　支払わない場合、業者の中には、
実際に弁護士に債権回収を委任して
請求しているケースもあるようで
す。しかし、この手の業者は、手あ
たり次第請求し、いくつかから金銭
が振り込まれればいいという策略で
すので、払わないという毅然とした
意思を明確に表示している人に対し
ては、必ずしも裁判まで起こしてく
るとは限りません。払わないという
毅然とした対応が大切です（ただ
し、裁判所から書類が届いたらすぐ
に必ず弁護士に相談してください）。
　金額的にも面倒くさいからと払っ
てしまう場合もありますが、それは
悪質な業者の思うつぼですので、く
れぐれもご注意ください。
【中央区・神戸花くま法律事務所
 弁護士　與語　信也】

協会の共済はご加入
内容をまとめて管理。
ワンストップサービス
を提供します。

休業保障制度と所得補償保険
病気やケガによる休業も安心

グループ保険と新グループ保険
死亡・高度障害に

自動車保険と火災保険
団体割引きの

医師賠償責任保険
医事紛争に備えて

サイバープロテクター保険
サイバー攻撃への備えに

医療保険とガン保険
三井住友海上あいおい生命の

中長期の資産形成に

保険医年金と積立年金DefLデフエル

ドクターに最適を提供します

嫌気性培養加算（細菌培養同定検査）の
減点・復活事例

〈診療年月〉 
　2022年２月
〈主な傷病名・診療開始月〉
　肛門周囲膿瘍 2022年２月
　腹腔内膿瘍の疑い 2022年２月
〈主な請求内容〉
　再診料 73×５
　創傷処置（100㎠未満） 52×４
　肛門周囲膿瘍切開術 2050×１
　　キシロカイン注ポリアンプ0.5％ 
　　10ml　１Ａ ９×１
　細菌顕微鏡検査（その他のもの）
 61×１
　 細菌培養同定検査（その他の部位
からの検体） 160×１

　　嫌気性培養加算 112×１
　細菌薬剤感受性検査（３菌種以上）
 280点
　微生物学的検査判断料 150×１
　 CT撮影（16列以上64列未満）（腹
部） 900×１

　コンピューター断層診断 450×１

　処方箋料 68×２
〈減点内容〉
　嫌気性培養加算 112×１→０
（Ａ項「傷病名より本例での算定は
適応と認められません」）
〈協会コメント〉
　Ａ項（適応外）で減点されていま
すが、肛門周囲膿瘍に対して嫌気性
培養加算が算定できないわけではあ
りませんので、当該症例における嫌
気性培養の必要性と、検体採取の状
況などを記載の上、再審査請求され
てはいかがでしょうか。
〈再審査請求コメント〉
　CTにて膿瘍に空気の貯留あり、
まず穿刺を行い膿の採取を行った。
異臭とガスの排出あり嫌気性菌の感
染を疑い培養を摘出し、その後切開
を行った。
〈再審査請求結果〉
　復活

専門家個別相談
※平日10～17時、１時間5000円（医院経営研究会会員は年２回まで無料）

　医業に精通した専門家（弁護士・税理士・社
会保険労務士・一級建築士）との個別相談

発
行　

現
代
人
文
社
、
２
３
０
０
円
＋
税

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393ー1807まで

ご注文・お問い合わせは、☎078－393－1807　新聞部まで

○合本　8,000円（特別装丁〈レザークロス、雲クロス、貼り表紙金文字〉）
○CD-ROM縮刷版　1,000円（PDFデータを１枚のCD-ROMにまとめました）
※いずれも税・送料込み
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政
治
家
の
世
襲

入
管
法
改
悪
と

外
国
人
労
働
者

嬰
え い

児
じ

殺
ごろし

三
田
市
・
歯
科　
　

小
寺　
　

修

須
磨
区
・
歯
科　
　

坂
口　

智
計

丹波市　　眞田　幸昭

「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました「保険医年金」、積立年金「DefL」の加入受付は締め切りました
多数のご加入ありがとうございました多数のご加入ありがとうございました

※今回ご加入の取り扱いは以下のとおりです。

▶制度の発足　９月１日

▶「月払」初回保険料の引き去り 
　ＳＭＢＣファイナンスによる自動振替（旧診療報酬引去）の方は８月
７日、協会からの銀行口座自動振替ご指定の方は８月25日。

▶「一時払」の掛金払い込み 
　「振込」の方は、協会指定口座へ８月７日までにお振り込みください
（７月初旬にご案内をお送りします）。
　「保険医年金」の「口座振替」をご指定の方は７月25日に指定口座か
ら自動振替します。
　「DefL」の「口座振替」をご指定の方は８月25日に指定口座から自動振
替します。

▶加入者証（加入通知）の送付 
　11月末までに、協会から直送または生命保険会社の担当社員を通じて
お届けします。

「個人保険」団体割引のご案内

明治安田・大樹・富国・三井住友海上あいおい生命の個人保険にご加入の先生方は、協会

の自動引落をご利用になると、保険料の団体割引が適用されます。ぜひ、ご利用ください。

明治安田生命、大樹生命、富国生命、
　　　　三井住友海上あいおい生命の 　

　　個人保険にご加入の皆様へ

テーマ　①保険証廃止でいいの？　②自由題
締切・字数　７月14日（金）必着、600字程度
送り方　メール　idichi@doc-net.or.jp　　ＦＡＸ　078－393－1820

お問い合わせは、☎078－393－1807 新聞部まで

兵庫保険医新聞消夏特集号
（８月５日号）会員投稿募集

　

岸
田
総
理
の
ご
子
息
が
、
総
理

公
邸
で
忘
年
会
を
し
た
写
真
が
公

に
な
っ
て
す
ぐ
、
中
華
人
民
共
和

国
の
新
聞
記
者
が
「
日
本
の
首
相

は
世
襲
ば
か
り
だ
」
と
指
摘
し
ま

し
た
。
他
国
の
記
者
に
言
わ
れ
た

く
な
い
で
す
が
、
今
で
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
新
聞
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
こ
20
年
の
総
理
大
臣
は
９
人

で
、
そ
の
内
の
６
人
が
世
襲
で
し

た
。
９
人
の
内
、
６
人
が
自
民
党

で
、
菅
総
理
以
外
の
５
人
が
世
襲

で
し
た
。

　

ロ
シ
ア
も
中
国
も
、
首
脳
は
世

襲
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
知
る

限
り
、
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和

国
が
世
襲
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
プ

ー
チ
ン
も
習
近
平
も
金
正
恩
で
さ

え
、
選
挙
で
選
ば
れ
て
い
る
の
で

す
。
と
い
う
こ
と
は
、
選
挙
で
選

ば
れ
た
か
ら
民
主
的
と
は
言
え

ず
、
シ
ス
テ
ム
や
運
用
を
操
作
す

れ
ば
、
如
何
様
に
も
な
る
の
で

す
。

　

プ
ロ
野
球
で
は
、
長
嶋
一
茂
さ

ん
を
は
じ
め
親
に
追
い
つ
い
た
世

襲
選
手
は
中
々
い
な
か
っ
た
か
と

思
い
ま
す
が
、
実
力
が
な
け
れ
ば

残
っ
て
い
け
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が

政
治
の
世
界
で
は
、
父
や
祖
父
に

追
い
つ
い
て
な
く
て
も
総
理
大
臣

に
な
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
プ
ロ
野

球
選
手
が
い
く
ら
ボ
ン
ク
ラ
で

も
、
わ
れ
わ
れ
国
民
に
は
害
を
及

ぼ
し
ま
せ
ん
が
、
総
理
大
臣
は
そ

う
は
い
き
ま
せ
ん
。
直
に
害
が
及

び
ま
す
。

　

安
倍
晋
三
さ
ん
が
総
理
時
代
、

山
口
県
に
プ
ー
チ
ン
大
統
領
を
迎

え
た
時
、
相
手
は
２
時
間
半
も
遅

刻
し
た
の
に
、
安
倍
さ
ん
は
経
済

協
力
と
し
て
３
０
０
０
億
円
も
プ

レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
は
あ
ろ
う
こ
と
か
、

そ
の
お
金
で
（
お
金
に
は
色
が
付

い
て
い
な
い
の
で
）
北
方
領
土
に

ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
は
、
安

倍
元
総
理
は
、
わ
れ
わ
れ
日
本
国

民
の
血
税
で
、
わ
れ
わ
れ
自
身
を

狙
う
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
作
ら
せ
て

し
ま
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
世
襲
候
補
者

は
親
の
地
盤
を
継
承
す
る
こ
と
は

行
わ
れ
ず
、
一
般
の
候
補
者
と
同

様
に
党
の
審
査
を
経
て
、
党
員
選

挙
で
候
補
者
に
な
れ
る
か
ど
う
か

決
定
さ
れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、

実
力
の
あ
る
世
襲
議
員
は
残
り
、

実
力
の
な
い
世
襲
議
員
は
淘
汰
さ

れ
ま
す
。
日
本
も
一
刻
も
早
く
イ

ギ
リ
ス
と
同
じ
よ
う
な
ル
ー
ル
に

し
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。

　

と
こ
ろ
が
、
ル
ー
ル
（
法
律
）

を
作
る
の
は
、
多
く
の
世
襲
議
員

を
含
む
国
会
議
員
で
す
。
彼
ら
が

そ
ん
な
法
律
を
作
る
で
し
ょ
う

か
？

　

じ
ゃ
あ
、
ど
う
し
た
ら
良
い
の

で
し
ょ
う
か
？

　

世
論
の
大
き
な
波
を
作
る
し
か

な
い
と
考
え
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
世
論
形
成
に
影

響
を
及
ぼ
す
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
者
（
Ｓ
Ｎ

Ｓ
や
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
な
ど
）
が

頑
張
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

は
、
総
務
省
と
記
者
ク
ラ
ブ
を
通

じ
て
の
報
道
管
制
を
受
け
て
い
ま

す
。
そ
の
上
、
麻
生
太
郎
副
総
裁

の
政
治
資
金
問
題
の
東
京
地
検
の

刑
事
告
発
を
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が

取
り
上
げ
な
い
と
指
摘
し
た
芸
人

さ
ん
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
が
何
者

か
に
よ
っ
て
削
除
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。
ま
る
で
中
国
の
ネ
ッ
ト

監
視
の
よ
う
で
、
恐
怖
を
覚
え
ま

す
。

　

心
あ
る
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
芸

人
・
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
皆
さ

ん
、
何
と
か
報
道
管
制
を
か
い
潜

り
、
真
実
と
良
識
を
わ
れ
わ
れ
国

民
に
伝
え
て
く
だ
さ
い
！　

そ
し

て
世
論
を
喚
起
し
て
く
だ
さ
い
！

　

そ
し
て
わ
れ
わ
れ
国
民
は
清
き

一
票
を
投
じ
、
淘
汰
し
ま
し
ょ

う
！　

そ
れ
し
か
な
い
の
で
す
！

・
良
き
世
襲　

ル
ー
ル
を
変
え
て

　

選
び
出
せ

・
管
制
を　

く
ぐ
っ
て
伝
え
て

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア

・
目
を
覚
そ　

世
襲
と
言
え
ば

　

北
朝
鮮

・
投
票
は　

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
に

　

騙
さ
れ
ず

員員

稿稿

会

投

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
赤
ち
ゃ
ん

を
放
置
し
て
餓
死
さ
せ
た
り
、
直

接
殺
し
た
り
す
る
事
件
（
嬰
児

殺
）
の
報
道
が
絶
え
な
い
。
そ
の

際
、
母
親
の
こ
と
ば
か
り
書
か
れ

て
い
る
が
、
赤
ち
ゃ
ん
は
コ
ウ
ノ

ト
リ
が
運
ん
で
く
る
わ
け
で
は
な

い
。
妊
娠
の
原
因
を
作
っ
た
男
性

が
い
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
こ
を
も

っ
と
掘
り
下
げ
な
い
と
、
女
性
だ

け
の
責
任
の
よ
う
に
感
じ
て
し
ま

う
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
が
「
異

次
元
」
に
な
っ
て
も
不
備
だ
ら
け

で
、
出
産
や
育
児
に
も
多
く
の
費

用
が
か
か
る
し
、
現
行
の
育
児
休

業
制
度
で
は
経
済
的
支
援
が
全
く

不
十
分
だ
。

　

最
近
、
ネ
ッ
ト
に
「
電
車
の
中

で
乳
母
車
が
迷
惑
だ
」
と
い
う
よ

う
な
投
稿
が
あ
っ
て
議
論
が
白
熱

し
て
い
た
ら
し
い
が
、
は
る
か
50

年
前
、
学
生
時
代
に
滞
在
し
た
ス

イ
ス
で
は
、
乳
母
車
の
女
性
が
い

る
と
、
周
り
の
人
た
ち
が
率
先
し

て
か
か
え
て
、
ご
く
自
然
に
車
内

に
入
れ
て
い
た
。

　

地
域
や
企
業
ぐ
る
み
で
、
掛
け

声
だ
け
で
は
な
く
、
実
質
的
な
子

育
て
を
支
援
す
る
し
く
み
の
立
ち

上
げ
が
急
務
で
あ
る
。

　

入
管
法
が
今
国
会
で
改
正
（
改

悪
）
さ
れ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

ょ
う
か
？　

難
民
認
定
の
申
請
回

数
に
制
限
を
か
け
、
強
制
送
還
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。
外
国
人
の

受
け
入
れ
に
関
し
て
は
、
コ
ン
ビ

ニ
や
介
護
施
設
等
で
よ
く
見
か
け

る
技
能
実
習
生
制
度
の
見
直
し
も

検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
も
歯
科
往
診
に
日
々
出

向
い
て
い
る
の
で
す
が
、
こ
こ
数

年
で
、
特
養
な
ど
の
介
護
施
設
で

は
顕
著
に
外
国
籍
の
職
員
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
日
本
の
労
働
人
口

の
激
減
が
現
実
化
し
て
い
る
の
で

す
。

　

志
高
く
来
日
さ
れ
て
も
来
日
３

年
後
に
介
護
福
祉
士
の
試
験
に
合

格
す
る
こ
と
が
在
留
資
格
を
得
る

条
件
と
さ
れ
て
い
ま
す
（
現
在
は

緩
和
さ
れ
５
年
、
さ
ら
に
特
定
の

条
件
を
ク
リ
ア
す
れ
ば
最
大
８
年

以
内
の
合
格
）。
こ
の
資
格
は
日

本
人
で
も
合
格
率
は
７
割
前
後
と

い
う
難
関
で
、
慣
れ
な
い
日
本
語

の
設
問
と
回
答
で
受
験
す
る
の
で

す
か
ら
合
格
は
極
め
て
困
難
で

す
。「
永
住
さ
れ
た
ら
迷
惑
だ
か

ら
３
年
（
５
〜
８
年
）
で
帰
っ
て

く
れ
」
と
い
う
含
意
が
明
白
で

す
。

　

多
く
の
国
民
は
、
外
国
人
労
働

者
に
門
戸
を
開
放
し
た
ら
移
民
が

押
し
寄
せ
て
く
る
と
思
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？　

そ

れ
は
大
き
な
誤
解
で
す
。

　

例
え
ば
外
国
で
働
き
た
い
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
看
護
師
・
介
護
士
が
目

指
す
の
は
な
ん
と
い
っ
て
も
ア
メ

リ
カ
で
、
次
い
で
カ
ナ
ダ
や
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
す
。
給
与
が

高
く
、
長
く
働
く
こ
と
が
で
き
、

永
住
権
や
市
民
権
も
取
得
で
き
る

の
で
す
か
ら
、
条
件
が
ぜ
ん
ぜ
ん

ち
が
い
ま
す
。
優
秀
な
介
護
士
は

日
本
に
な
ど
そ
も
そ
も
来
て
く
れ

な
い
の
が
現
実
の
よ
う
で
す
。

　

こ
の
状
況
は
ま
す
ま
す
悪
化
し

て
お
り
、
日
本
は
今
と
な
っ
て
は

ア
ジ
ア
の
他
国
と
の
外
国
人
労
働

者
の
獲
得
競
争
か
ら
脱
落
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
英
語
が
公
用
語
と
な

っ
て
い
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
は
、
英

語
圏
な
ら
わ
ざ
わ
ざ
日
本
語
の
よ

う
な
マ
イ
ナ
ー
な
言
語
を
覚
え
る

面
倒
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
ジ
ア
で

は
香
港
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
英
語

が
広
く
使
わ
れ
て
お
り
、
一
人
あ

た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
も
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

は
６
万
ド
ル
、
香
港
は
４
万
６
０

０
０
ド
ル
で
、
３
万
８
０
０
０
ド

ル
の
日
本
よ
り
ず
っ
と
豊
か
で
す

（
２
０
１
７
年
）。
英
語
が
通
じ

ず
、
貧
乏
な
く
せ
に
「
外
国
人
は

迷
惑
だ
」
と
思
っ
て
い
る
国
で
働

こ
う
と
は
考
え
な
さ
そ
う
と
思
い

ま
せ
ん
か
？

　

人
手
不
足
は
地
方
の
農
業
、
工

業
や
介
護
の
現
場
が
中
心
だ
っ
た

の
で
す
が
、
も
は
や
都
市
部
で
も

人
手
不
足
が
顕
在
化
し
、
外
国
人

に
来
て
も
ら
わ
な
い
と
世
の
中
が

回
ら
な
い
の
が
現
状
で
す
。
こ
ん

な
こ
と
は
、
何
十
年
も
前
か
ら
わ

か
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
未
来
は

不
確
実
で
す
が
、
出
生
率
や
死
亡

率
等
の
人
口
動
態
は
他
の
経
済
指

標
な
ど
と
違
い
確
実
な
未
来
予
想

が
で
き
る
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
政

府
は
純
血
主
義
に
固
執
し
、「
い

わ
ゆ
る
移
民
政
策
は
採
ら
な
い
」

と
い
い
ま
す
。
実
は
日
本
人
の
大

半
が
「
排
外
主
義
者
」
な
の
で
、

為
政
者
は
民
意
を
反
映
す
る
選
挙

を
考
え
れ
ば
そ
う
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
と
い
う
こ
と
な
の
で
し
ょ

う
。

　

か
つ
て
日
本
は
ア
ジ
ア
で
も
っ

と
も
豊
か
な
国
で
し
た
。
し
か
し

今
と
な
っ
て
は
過
去
の
成
功
体
験

を
引
き
ず
る
の
で
な
く
、
現
状
を

正
し
く
認
識
し
、
日
本
に
移
住
し

て
よ
か
っ
た
！
と
永
住
を
選
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
な
国
に
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

そ
の
た
め
に
は
有
権
者
の
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
、
現
実
を
直
視

し
、
熟
考
し
民
意
の
反
映
で
き
る

唯
一
の
機
会
で
あ
る
選
挙
で
正
し

い
行
動
を
す
れ
ば
、
目
先
、
口

先
、
保
身
だ
け
の
為
政
者
に
翻
弄

さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
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－754－ 兵庫県立はりま姫路総合医療センター　院長 木下　芳一先生講演

胃酸分泌抑制薬
―その選択のコツと長期連用時の注意点―

日　時　９月30日（土）18時30分～21時、10月１日（日）10時～15時
会　場　東京都・TKP新宿カンファレンスセンター及びWeb
参加費　 現地参加は協会負担、Web5000円（参加日に関わらず、同一法人２人目以降は4000円）
９月30日（土） 18時30分～21時　全体会
○基調報告「入院医療をめぐる動きと対策について」
　報告：保団連病院・有床診対策部　吉中　丈志部長
○講演Ⅰ「医療DXの光と闇～入院医療に与える影響」（仮）
　講師：日本医療総合研究所研究・研修委員　寺尾　正之氏
10月１日（日） 10時～12時　全体会
○講演Ⅱ「地域住民との協力による病院・有床診療所の再生」（仮）
　講師：国民健康保険志摩市民病院・院長　江角　悠太先生
13時～15時　分科会
○病院分科会「病院における医療情報セキュリティ対策」（仮）
　講師：京都大学医学部附属病院　医療情報企画部教授　黒田　知宏先生
○有床診分科会「有床診療所の現状と課題」（仮）
　講師：日本医師会総合政策研究機構（日医総研）主席研究員　江口　成美氏

胃酸分泌抑制薬の種類
　胃内には胃粘膜の壁細胞が分泌し
た0.01N程度の塩酸が分泌され、こ
れによって健常者の空腹時の胃内の
pHは２程度となっている。塩酸は
食物に混入する細菌を殺菌したり、
蛋白分解酵素で胃粘膜の主細胞から
分泌されるペプシンを活性化して蛋
白消化を促進する働きがある。これ
らの酸刺激やペプシンによる消化か
ら胃粘膜を守るために胃では粘液が
分泌され粘膜細胞上に粘液層が作ら
れる。さらに、この粘液層内に少量
の重炭酸を分泌することで粘液層内
に表層から浸透してくる塩酸を中和
している。また、食道では下部食道
括約筋による逆流防止機構によって
胃液の食道への逆流を防ぎ、逆流が
起こっても食道の収縮と唾液の嚥下
によって胃液を胃内に押し戻し、食
道粘膜を酸から守っている。
　このような胃や食道の防御機構に
異常が起こり、胃酸と胃酸によって
活性化されたペプシンが原因で発症
する疾患を酸関連疾患と呼んでい
る。酸関連疾患には逆流性食道炎、
非びらん性胃食道逆流症、胃・十二
指腸潰瘍、胃炎などが含まれ、これ
らの疾患には胃酸分泌抑制薬の投薬
が治療や再発抑制のために有用であ
り、健康保険でも胃酸分泌抑制薬の
使用が認められている。ペプシンの
活性を十分抑制するためには胃内の
pHは４以上にすることが必要であ
る。また、合併症として消化管出血
が起こった場合に血液凝固が起こ
り、止血が完了するためにはトロン
ビンなどの血液凝固に関係する酵素
が活性を示すために胃内のpHを5.5
以上に維持することが必要であると
考えられている。
　胃酸分泌抑制薬には酸中和薬、ム
スカリン受容体拮抗薬、ヒスタミン
H２受容体拮抗薬（H２RA）、プロト
ンポンプ阻害薬（PPI）、カリウムイ
オン競合型アシッドブロッカー
（P-CAB）が高頻度に使用されてい
る。これらの薬剤にはそれぞれ異な
った特性があり、その特性を理解し
て使用することが重要である

酸中和薬
　酸中和薬は即効性があり内服後す

ぐに症状の改善効果が期待できる。
ただし一般的な量の酸中和薬を使用
した場合に胃内のpHを高くコント
ロールできる時間は１時間以内であ
る。このため酸中和薬だけで胃内の
pHをコントロールして酸関連疾患
を治療、あるいは再発抑制すること
は困難であると考えられる。また、
酸中和薬は金属イオンを含んでおり
他の薬剤の消化吸収を抑制する場合
が少なくない。
　ムスカリン受容体拮抗薬は効果が
あまり強くないことに加えて、眼、
心臓、膀胱などの機能に影響し多く
の有害事象が発生する。
　このため、胃酸中和薬やムスカリ
ン受容体拮抗薬は使用されることが
少なくなっている。

ヒスタミンH２受容体拮抗薬（H２RA）
　H２RAは最近日本人でも多くなっ
たヘリコバクター・ピロリ（Hp）
感染陰性者に使用すると効果が弱
く、特に日中の胃酸分泌抑制力は弱
い。さらに、内服を連日継続すると
２週間程度で薬剤耐性の現象が現
れ、胃酸分泌抑制効果が半分以下と
なってしまう。
　さらに、腎排出の薬剤が多いため
に、腎機能が低下をしている患者で
は減量が必要となる。高齢者に使用
するとせん妄や認知機能障害を引き
起こしやすい点も問題視されてい
る。
　内服後２時間程度で胃酸分泌抑制
作用を示すため、即効性に優れすぐ
に症状を抑制したい場合には有効で
あるが長期連用には向かない。

プロトンポンプ阻害薬（PPI）
　PPIは毎日投薬を行っても十分な
胃酸分泌抑制効果が出現するまでに
数日の時間が必要である。胃酸分泌
抑制作用は連用しても減弱せず、腎
機能の影響も受けない。また、酸関
連疾患の中で最も患者数が多い逆流
性食道炎患者で胃酸逆流が起こり、
胸やけ症状も出現しやすい日中、食
後の胃酸分泌抑制力が強い。このた
め、軽症の逆流性食道炎の治療や再
発の抑制を目指した維持治療によく
使用される。
　さらにアスピリンや非ステロイド
系抗炎症薬による胃・十二指腸潰瘍

の再発の抑制を目指した治療にも高
頻度に使用される。

カリウムイオン競合型アシッド
ブロッカー（P-CAB）
　P-CABは使用可能な胃酸分泌抑制
薬の中で最も強く胃酸分泌を抑制す
る。薬剤はPPIと違って酸に安定で
あるため剤型が腸溶コーティングさ
れておらず、すりつぶすことが可能
である。朝１回の投薬で１日中胃酸
分泌を抑制でき、夜間でも胃内の
pHを高く維持することができる場
合が多い。さらに、内服後の効果の
発現は早く４時間程度で十分な胃酸
分泌抑制作用を示す。長期の連用で
も耐性の現象は起こりにくく、PPI
と異なって胃酸分泌抑制作用に患者
の個人差も出現しにくいため、多く
の患者に安定した胃酸分泌抑制効果
を提供でき、逆流性食道炎や胃・十
二指腸潰瘍の再発抑制療法としての
長期使用にも向いている。

PPI、P-CABの有害事象
　このように、PPIやP-CABの投薬
を行えば強力な胃酸分泌抑制を長期
間にわたって安定して実施すること
ができるため、酸関連疾患を有する
多くの患者に長期間の投薬が行われ
ることが多い。こうなると、本来胃
酸が有していた殺菌作用、蛋白分解
作用、ガストリン分泌抑制作用が長
期間にわたって低下する。そこで、
食べ物の中に含まれる細菌への殺菌
作用が低下して消化管感染症が増え
ないか、ビタミンB12や鉄分の吸収
が低下して貧血にならないか、カル
シウムの吸収が低下して骨粗しょう
症が増えないか、高ガストリン血症
のために胃にカルチノイド腫瘍やポ
リープが出現しないか、など長期の
胃酸分泌抑制に伴う有害事象の出現
が心配された。
　PPIの長期使用に伴う有害事象に
関しては７万人を14年間観察した前
向きコホート研究や１万７千人を対
象として３年間にわたってプラセボ
との比較を行った二重盲検試験など
が実施されている。これらの結果に
よるとPPIを長期使用しても悪性腫
瘍などの生命予後にかかわる有害事
象は生じないこと、唯一出現に気を
付けないといけないのは腸管感染症
だけであることが分かっている。

　P-CABであるボノプラザンはPPI
よりも強力な胃酸分泌抑制作用を示
すため、長期投薬に伴う有害事象の
出現がPPIよりも高いのではないか
と心配された。確かにボノプラザン
を使用すると血中のガストリンは
PPI投薬中よりは高くなるが５年間
の約200例を対象とした前向きのコ
ホート研究ではPPI使用群と比較し
てボノプラザン使用群に高率に出現
する臨床的に重要な有害事象はなさ
そうである。
　現在明らかとされている研究結果
ではPPIもP-CABも長期使用にあた
っての安全性の懸念に関しては腸管
感染症を除いて大きな問題はなさそ
うであるが、副作用のない薬剤は存
在しないため必要最小用量を必要最
短期間投薬するという原則を守るこ
とが重要である。薬剤の投薬を開始
する時には、投薬を中止する時を明
確に考えながら処方をすることも大
切である。
　酸関連疾患に対して種々の胃酸分
泌抑制薬が用いられるが、それぞれ
の薬剤には胃酸分泌抑制効果の強さ
だけではなく、有害事象を含めた様
々な特性が存在する（表）。これら
の特性を理解して、最も適切な場で
最も適切な胃酸分泌抑制薬を選択す
ることが重要であると考えられる。
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 （５月20日、薬科部研究会より）

酸中和薬 H２RA PPI P-CAB

酸分泌抑制力 酸中和作用 中等 強い 最強

内服後の即効性 即効性 即効性 効果発現に数日 即効性

効果持続時間 きわめて短い 短い 長い 最も長い

日中の効果 弱い 弱い 強い 強い

夜間の効果 弱い あり 弱い あり

耐性現象 なし ２週間の投薬で出現 なし なし

効果のばらつき 少ない 少ない ある 少ない

高齢者への使用 可能 推奨されない 可能 可能

副作用

他の薬剤との相
互作用が多い

高齢者に使用す
ると認知機能障
害やせん妄が起
こりやすい

長期投薬の安全
性に関するエビ
デンスは多い

長期投薬の安全
性に関するエビ
デンスは少ない

表　胃酸分泌抑制薬の特徴
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